











































































































































































































らの現地情報を与えられなかったのです。それが 5 人の書院生による 2 年間の西域調査で
大成功して政府から謝礼として 3 万円もらったのですね。3 万円は 3 年分の調査費分しかな
いけれど、非常に優れた調査が行われたので、書院の当局は 5 期生から自主的な調査旅行
に対してお金を出すようになって、全部で 42 期生までですけれど、書院としての専門部学
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· ~議中 5名 ｛現・県立時ii鎗高校）
・東海中 4名（現・私立東海高校）
・ 半田中 2名 （現・県立半図書E校）
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9. 以上のよラ宅E経Ci!の中亡 すでK 学生ちあ快挙当Eとして鞍入学生ぞ受け入札て
スタートした繋知大挙はその後IC 1:(，て税生した全通め新相i大学川大きく冥，で
お砂． そ之IC愛知大学の特貨があヲた．
10 ・ 最後に党粗大掌肘荒れる東空間文書院仇台関大学最後の守安本.P,, ，／と本店＂＇毎』Ar
業矢学長、 また経営危と氏担当したとともあよいゾ包歯 Aの「主義、 （2>成立Lit経営者を
置かず、 考書長k業務． 仁詩国食館、親友舟令充実 k研究発展、別殺職員Jli1 のユ~:a. ＝－ヲヌ・な
｝：：（＜認められる． 〈崎町舎終：r 畜犠か6抱市中菌防却匂.怨軍支部kその綾－~持及．＠
嘗慌時代tl:始，た警官梓典の党大時代の中B大務呉川維象事事長民文字通りきT免の査費t
で '1'Jり. (7) H本初の大学虎中国研克科k現代中島学客p1主意境~令かか.i ·-5 愛犬"l,,みQ
向とそす徒にわた前官：：：J5り ．∞ それtr:肉遣して泊次学~ICよる中島・ちの現JIit研究繍dをも
その？知吋，＇－）:5. Pをだし．京笠間文書関ホ＂重量民文会量r~マ』ス IC 揮条町ふ〈＆、解金大和包
t:' 1940軒、、陀図り、 実現したど延~＂＇て剥齢唱トーと学長l弐党書口大去の総合大学f乙婦捜乞主















































































































関心を広げてきた。圏内各地に事業生を訪ねて聞 取り調査を締目、容院生の戦後の軌跡も閥ぺてきた＠そして、戦後日本の経済成長を桜心的に支えた は、広い視野を養って帰国 た積院事業生たちだったという仮蹄そ、ますます強く持つようになった
。
東南アヲァ、イン
ド、
中南米、
台湾な、どの市場開拓や経蛍に多くの前回院事業生がかかわった
。も
っ
と早く目中間の国交が回復していれば、轡院生はもっ
と話題し、日
中関臨時の密度も違ったも になっていたとさえ恩われる。
1
9
90
年代以降の臼本経済の
失われた初年は、世官院背中業生たちが第
一線から引退した時期と見事
に醤なる。戦後 、轡院生は卒業後も大きな足跡
を残した
。それ
を可能 したのは
、世界でも他に
例そ見ない外地で 画期的な教育シス
テムの発揮にあった
。
